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村 野 紀 雄

1月5日 に、冬の珍 らしい暴風 雨があ って、雪

が雨で沈め られ、その上に木の枝や、それ まで樹

上に残 っていた木の実が数 多く・落 下した。翌6日 ・

の朝、固 くしまった雪の 上をごむ長で歩 く。

折 られた木には悪 いが、その散策 の楽 しい こと。

木冠の下に、色々な形を した種 子や小枝が足の

踏み場 もないほど散 らば っていて、白い雪の紙面

が華やかに彩られている。

オオバ ボダイジュ、シナノキの飾 り葉を っけた

果実が大、小の ちが いを見せ て仲良 く並んでいた

り、アズキナシの赤 い実、セ ンの黒い実、 イタヤ

カエデの翼果、 トドマ ツのまつか さの鱗片 と種子

など、まだこんなにも残 って いたのか と思 うほど

だ。 なかで も多いのは シラカ ンバの小 さな飛行機

のような形を した種子。雪面を無数に飛んでいて、

雪面 につけ られたエゾユキウサギやキタキ ッネの

足跡の中までとびこんでいる。

そ して、目に鮮やかなのはアカ ミノヤ ドリギ。

まるで雪面から生えたようにつき立ち、すきとおっ

た赤実 と黄緑の葉が雪にに じんでいる。

9日 の降雪 まで、そんな状態が続 いた。

植物名由来 ヨヒ海道地名解"
一第2回 道植友講演会から一

松 木 裸 志

植物名由来のアイヌ名か ら付 け られた北海道 地

名を集めてみた。植物 名が学問的 に厳密か或 は総

括的名称かは、同定を伴 っていないので不明であ

る。記述は、植物名,「 」 アイ ヌ名,意 味,地

名(読 み,郡 名)の 順 とした。

ア シ,ヨ シ,キ タヨシ 「ア ッ・マ ト」葦 の茂 る

湿地 ・厚真(あ つま勇払郡)「 ウ ライポ ロ」葦

の多い所 ・浦幌(う らほろ十勝郡)「 キオマ ッ

プ」 ・清真布(き おまっぷ空知郡)「 シ ・キ ウ」

葦 のある所 ・敷生→竹浦(し き う→たけ うら白

老郡)「 シュプキ ・ペ ッ」矢材の葦の多い所 ・

朱太川(し ゅぶ とがわ寿都郡)

カヤ ・ヌマガヤ ・ススキ 「サロ ・ペ ッ」 又は

「サラ ・オ ・ペ ッ」茅の多い川 口 ・サ ロベツ

(宗 谷郡)猿 別(さ るべつ十勝郡,天 塩郡,沙

流郡)更 別(さ らべつ十勝郡)「 サラプ ッ」茅

の生えた川 ・猿彿(さ るふつ宗谷郡)「 サ ロロ」

茅の中の川 ・沙留(さ るる紋別郡)「 サ ロマ」・

佐呂間(さ うま常 呂郡)「 サ ロマ ・トー」茅の

あ る沼 ・佐呂間湖(さ うま湖常 呂郡)「 サル プ

ト」茅のある所 ・佐瑠太→門別(さ るぷ と一 も

んべつ沙流郡)「 サル ン・ペ ッ」斜里(し ゃ り・

斜里郡)「 サラキプ」鬼茅の密 生する所 ・沢木

(さ わき紋別郡)

アサ 「ハイ ・キ ト」麻や茅 のあ る沼 ・早来(は

や き た 勇 払 郡)

イ チ イ,オ ン コ 「ラ ル マ キ 」 オ ン コ の 生 え た 十:

地 ・良 留 巻(ら る ま き 古 宇 郡)

イ チ ゴ 「エ マ ウ リ ・オ マ レプ 」 イ チ ゴの あ る沢 ・

稀 布,稀 府(ま れ っ ぷ 有 珠 郡)

エ ゾ イ ラ ク サ 「モ セ ・ウ シ ュ ・ナ イ 」 イ ラ ク サ

を 採 っ た 所 ・妹 背 牛(も せ う し 雨 龍,釧 路,目

梨,虻 田 各 郡)「 ハ イ 」 繊 維 用 の イ ラ ク サ の あ

る 所 ・波 恵 → 豊 郷(は え 一→と よ ご う 沙 流 郡)

「ノ カ ・ナ ン」 イ ラ ク サ や シ ナ ノ キ や オ ヒ ョ ウ

等 の 繊 維 の 、 仕 掛 弓 の 糸 を 置 く所 ・野 花 南(の

か な ん 空 知 郡)

エ ゾ ネ ギ 「ニ ン ピ ル ・ トマ リ」 ア サ ツ キ の 多 い

碇 泊 所 ・泊(と ま り積 丹 郡)

エ ゾ ヤ マ ザ ク ラ 「カ リ ンパ ・ ウ シ 」 サ ク ラ の 多

い 所 ・狩 場,刈 場(か り ば 瀬 棚 郡)

エ ゾ ラ ン 「ケ ニ ・オ マ イ 」 黄 花 慈 姑 の 根 の あ る

所 ・慶 能 舞 → 清 畠(け の ま い → き よ は た 沙 流 郡)

エ ゾ エ ン ゴ サ ク 「トマ ・オ マ ・ナ イ 」 エ ゾ エ ン

ゴ サ ク の あ る沢 ・苫 前(と ま ま え 苫 前 郡)「 ブ

イ ・オ マ プ 」 笛 舞(ぷ い ま い 幌 泉 郡)

エ ゾ ヤ マ ハ ギ 「シ キ ナ イ 」 ハ ギ の あ る 所 ・関 内

(し き な い有 珠 郡)

オ オ イ タ ドリ 「ク ッ タ リウ シ」 「ク ッ タ ラ ウ シ」

オ オ イ タ ド リの 多 い 所 ・屈 足 牛 → 新 得(く った

り う し→ しん と く と川 郡)倶 多 楽(く っ た ら虻

田 郡)

オ オ ウ バ ユ リ 「ア ッ ・タ ・ペ ッ」 オ オ ウ バ ユ リ

を 堀 る 所 ・虻 田(あ ぶ た 虻 田 郡)

カ ツ ラ 「ラ ン コ ・ タ ・ウ シ 」 「ラ ン ・ コ ウ シ」
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カ ツ ラ を 伐 り と る 所 ・蘭 越(ら ん こ し磯 谷,浦

河,目 梨,T歳 各 部)

ギ ョ ウ ジ ャ.ニ ン ニ ク 「キ ト ・ウ シ 」 ギ ョ ウ ジ ャ

ニ ンニ クの あ る 山 ・喜 登 牛(き と う し足 寄 郡)

ク リ 「ヤ ム ク シ ュ ナ イ 」 栗 の 殻 の 沢 ・山 越 内

(や ま こ しな い 山 越 郡)「 ク オ ナ ィ 」 栗 の 多 い

所 ・久 保 内(く ぼ な い 有 珠 郡)「 ヤ ム ペ ツ 」 栗

の あ る川 ・止 別(や ん べ つ 斜f昼 郡)栗 の 北 限

は 岩 見 沢 、 別 物 と思 わ れ る 。

コ ウ ホ ネ 「カ バ ト」 コ ウ ホ ネの 多 い 沼 や 川 ・川

戸 一樺 戸(か ば と 樺 戸 郡)

コ ン プ 「エ サ シ 」 昆 布 岩 が 沖 に あ る ・枝 幸(え

さ し枝 幸 郡)「 エ タ サ シ ュ1昆 布 岬(紋 別 郡)

「コ ン プ ・ カ ル ・ ウ シ」 昆 布 を 採 る 所 ・昆 布 森

(こ ん ぶ も り磯 谷 郡,f勝 郡)「 オ コ ン プ ・ ウ

シ ュ ・ぺ 」 昆 布 場 ・黄 金 蘂 → 昆 布(有 珠 郡)

サ サ 「イ ク タ ラ1ク マ イ ザ サ の 多 い 所 ・生 田 原

(い くた わ ら紋 別 郡)

シ ラ カ ン バ 「タ ト ・ ウ シ ・ナ イ 」 シ ラ カ バ の 皮

の あ る所 ・多 度 志(た ど し 雨 龍 郡)「 タ ッ ニ オ

ラ ゥ シ ナ イ」 シ ラ カ バ の 高 原 の 川 ・樺 岡(か ば

お か 宗 谷 郡)

シ ダ 「トア サ 」 ゼ ンマ イ や ワ ラ ビ の 生 え る所 ・

遠 浅(と あ さ 勇 払 郡)

ス ガ モ 「テ ン ム ンヤ 」 海 草(ス ガ モ)の 寄 せ る

所 ・手 宮(て み や 小 樽 市)

ス モ モ 「ヌ ム ・オ マ ・ナ イ1李 の 実 の 多 い 沢 ・

桃 内(も もな い 小 樽 市)

ツ ル ニ ン ジ ン 「ム カ ペ ツ1ツ ル ニ ン ジ ン を 採 る

所 ・鵜 川(む か わ 沙 流 郡)

ツ ル ポ 「ハ ル タ ウ シ ュ ナ イ 」 ツ ル ポ 草 の 多 い 所 ・

春 立(は る た ち 静 内 郡)

ト ドマ ツ 「フ プ ・ウ シ ュ」 ト ドマ ツ の 多 い 所 ・

風 不 死(ふ っぷ し 勇 払 郡 他)「 フ プ ・ タ ・ ウ シ 」

「フ プ ・カ ル シ 」 ト ドマ ツ を 切 る 所(宗 谷 郡,

枝 幸 郡)

ナ ナ カ マ ド 「キ キ ン 」 ナ ナ カ マ ドの あ る 所 ・木

檎,樹 金(き き ん 網 走 郡)「 ボ ン ・キ キ ン 」 少

し ナ ナ カ マ ドが あ る 所 ・頽 木 禽 → 本 岐(ぽ ん き

網 走 郡

2二三 「ト ン ・二 ・カ ラ プ 」 カ シ ワ の 木 を 伐 る 所 ・

富 仁 家(と み に か 沙 流 郡)

ニ レ,オ ヒ ョ ウ ニ レ,ハ ル ニ レ 「ア ッ マ 」 ニ レの

あ る所 ・厚真(あ つま勇払郡)「 アッタ」 ニ レ

を 採 る 所 ・厚 田(あ っ た 厚 田 郡)「 ア ッ ・ケ シ

ュ ・ トー 」 ニ レの 下 の 沼 ・厚 岸 湖(あ っ け し こ

厚 岸 郡)「 二 ・カ ブ 」 ニ レの 樹 皮 ・新 冠(に い

か っぷ 新 冠 郡)「 ワ ッ トサ サ ムjニ レ の 木 の 傍 ・

和 寒(わ っ さ む ヒ川 郡)

ハ マ ニ ン ニ ク,テ ン キ グ サ 「ム リ イ 」 ム リ草

(穀 物 の殻のあ る所 ・無理,武 利(む り留萌郡)

ハ マエン ドウ 「メナサルナイ1ハ マエン ドウの

沢 ・女名猿 内(め なさるない目梨郡)

ハ リギリ 「アイ ・ウシュ ・二.ウ シュ」 ハ リギ

リのある所 ・愛牛(あ い うし十勝郡)

ハ ンノキ 「ケンニ ・ウシ」ハ ンノキの山 ・見 日

(け んにち岩 内郡)見 市川(桧 山郡)「 キネ ・

タ ・アンペ」ハ ンノキの手前の場所 ・杵 端辺

(き ねたんべ網走郡)「 ケネペ ッ」ハ ンノキの

ある川 ・剣渕(け んぶちL川 郡)

ブ ドウ 「ハ ッタウシ」 ブ ドウを採 る沢 ・初田牛

(は った うし根 室郡)「 ハ ッチャ ・ウ シシ ・ナ

イ」発茶志内→弥生(は っちゃしない一やよい

ヒ川郡)「 シュツ ・ナイ」ヤマブ ドウの沢 ・静

内(し ず ない静内郡)

ワ ラビ 「ワランピ ・フル」蕨のある小山 ・蕨岱

(わ らびだい山越郡)「 ワ ランピ」蕨採集地の

こと ・(寿 都郡)

その他 「ケナシ」林の意味 ・毛無山(け なし小樽)

「ニタッ」沼地に木の生えている所 ・仁多津

(に たつ)「 シャタイペ ッ」前方に林のあ る川

・社台(し ゃだい自老郡)「 サ ンマウ ・二」枯

木 や朽木 が漂 う海岸 ・様似(さ まに様似郡)

「ニ シタ ッパ」強い西風のため樹 がいたむ所 ・

鋳多峰(に した っぷ西達布郡)「 オ・トイ・ネッ

プ」漂木の推積す る川岸 ・音伊根布→音威子府

(お といねっぷ中川郡)
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